
行政が主導し、設立された総合型クラブ　～行政指導と既存組織（大内地区協議会）の連携から総合型クラブ創設～

設立の
趣　意

既存のスポーツ団体が８クラブ（種目）もあり活動実態はクラブによって差異はあるが少しでも多くの方々に楽しみを持
ち心身共に充実した生活と地域活性化に寄与することを目的とする。

地区をアピールする
事を前提に「スポー
ツクラブ大内」とし
た。

大内地区協議会では、大内スポーツクラブの活動を通して、暮らしの中で体を動かすことの大切
さを地域の方々に実感してもらうための活動を行っています。また、現在コロナ禍のため活動も
制限されておりますが、「健康運動教室」や「歩こう会」を企画したり、ニュースポーツの体験
等スポーツを通じて笑顔の輪を広げる生涯スポーツの支援を行ったりしています。
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【クラブ名の由来】■クラブの特徴

活動プログラム

組　織　図

活動の財源

設立の過程

管理施設

活動施設

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
大
内

スポーツクラブ大内スポーツクラブ大内

シンボルマークは考
案中（スポーツを通
じて笑顔の輪を広げ
よう）がクラブ愛唱
言葉。

【シンボルマーク】

★コロナ禍ですが毎週１回卓球の教室に参加し、
みんなで楽しく体を動かすことを楽しみにし
ています。幅広い年齢層で元気に和やかな雰
囲気の中練習に励んでます。　　

★毎週、顔なじみのメンバーと共に剣道の練習
に参加しています。コロナ禍で一時練習でき
ないときもありましたが、今は感染予防に注
意しながら欠かさず参加しています！！

会 員 の 声

基礎 DATA

会 員 数 87名 ●男性
●女性

40名
47名

●小学生
●60歳以上

21
31
名
名

●一　般 35 名

補助・助成金：50,000
（大内地区協議会よりの補助金）

年会費（会員自己負担金）

グラフ中の単位：円

予算総額：50,000円

大内地区民

事務局

任期３年

顧　

問

地
区
内
各
種
団
体

監事

（大内地区協議会事務局兼務）

総　会

代議員
（各クラブから２名）

役員会

会　長
副 会 長
運営委員

期３年

地
区
内
各
種
団
体

監事

事務局兼務）

★コロナ禍ですが毎週１回卓球の教室に参加し

会 員 の 声

住所：〒981-2501
　　　丸森町大内字横手 82-1
　　　大内まちづくりセンター内
TEL：0224-79-2004
FAX：0224-73-3008
E-mail：toy-sato@town.marumori.miyagi.jp
URL：http://www.town.marumori.miyagi.jp/
　　　machisen/ouchi-machi/
対象エリア：丸森町
対象エリアの人口：12,786 人
教育環境：小学校／２校　460名
　　　　　中学校／１校　278名
　　　　　高　校／１校　170名
設立年月日：平成27年７月19日
設立母体：卓球、バスケットボール 、剣道
　　　　　グラウンドゴルフ、ゲートボール、
　　　　　バトミントン、空手、太鼓、少年野球、
　　　　　少年剣道、バスケット愛好会
指導者数：３名（有資格者／ 3名）

〈教室〉
少年野球、少年剣道、空手、メタボ対策運動、太極拳

〈サークル活動〉
卓球、剣道 、太鼓、グラウンドゴルフ、ゲートボール、
バスケット愛好会

〈イベント〉
球技大会（６月～９月）フラバールバレー、ニュー
スポーツ体験、ふるさと大内健康まつり (10月)、
グラウンドゴルフ大会 

スポーツ・レクリエーション種目

〈教室〉
民謡教室、舞踊教室、生きがいづくり
    
〈イベント〉
ふるさと大内芸能まつり、ふるさと大内文化祭、新
相馬節全国大会

文化活動種目

大内まちづくりセンター本館及び付属施設（青葉
コミセン・伊手コミセン）、大内山村広場
※大内地区協議会が丸森町より指定管理

指定管理施設

大内まちづくりセンター本館及び付属施設（青葉
コミュニティセンター・伊手コミュニティセン
ター）、大内山村広場

市町村公民館等施設

旧大内小学校グラウンド、旧大内小学校体育館、
旧大内中学校体育館　

学校体育施設

賛助会員

会費内訳（年会費）

企業、個人からの賛助ナシ

●平成 23年度
　町の指導のもとスポーツクラブ設立に向けた講
習会等（事例発表：南光台東エンジョイ倶楽部）
に出席しクラブ設立の必要性を感じる。
　設立に向けた書類の整備に着手する（11月～12
月）。

●平成 24年度
　平成24年７月に設立総会を関係者で行い本格活
動に入った。    
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